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自動車の過渡応答から上下振動め特性値を求めること

亘　　理 厚

　自動車のバウソシソグおよびピッチソグなどを考える

場合，近似的にばね上質量が前後の支持点に分布するも

のとし前後はそれぞれ独立な，第1図（a）に示すよう

な2自由度振動系の上下i振動として扱うことができる・

いま第1図（a）において

　α b

第1図

ξ診

　　C

　　　m＝修正ばね上質量（1），MT・・＝ばね下質量

　　　k＝懸架ばね定数，　　kT＝タイヤばね定数

　　　C一ダソパー減衰係数，C7罵タイヤ減衰係数

とするとき，自動車の場合のばね定数比ん／勉，振動数

比〆（k／leT）吻7吻）が1に比べて小さいことに注目す

ると，第1図（a）の振動系は実用上十分な精度をもっ

て第1図（b）に示すばね上質量とk，紛の直列結合

よりなる系と第1図（c）に示すばね下質量とle，毎の

並列結合よりなる系に分離することができる．これらの

系において固有円振動数ql減衰係数比ζなどを求め

ると近似的に

　第1図（b）のばね上振動系では

　　　・1畷篇）・ζ量（篇τ）2（、呈。）・

　　　≠（、fffT）2（、＋1）・

第1図（c）のばね下振動系では

ql≒讐，ζ1≒（2隷。）2、÷κ

ここに　rc　・＝　le／kTく1

　　

z
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　　　　　　　　　　　第1図（a）の

　　　　　　　　　　系がステヅプなど

　　　　　　　　　　の障害を乗り越え

　　　　　　　　　　たときのばね上質

　　　　　　　　　　量の加速度を求め

　　　　　　　　　　ると第2図（a），

　　　　　　　　　　（b）のようになる

　　　　　　　　　　が，図に示すよう

　　　　　　　　　　にばね下振動はば
　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　ね上振動のはじめ

　　　　　　　　　　の1サイクル内に

　　　　　　　　　　1域衰して残りの期

　　　　　　　　　　間はほとんどばね

　　　　　　　　　　　上振動だけにな

　　　　　　　　　　　る．したがって

　　　　　　　　　　　この減衰曲線か

　　　　　　　　　　　らばね上振動系

　　　　　　　　　　　の減衰係数比

　　　　　　　　　　　ζ1などを求め

　　　　　：一‘　一一‘1ることができ

　　　　　　　　　　　る．この場合ば
　（b）
　　　　　　　　　　　ね上質量の加速

第2図　　　　　　　　　　　度曲線ではばね
下振動がばね上振動に対してかなり大きく表われている

が，ばね上質量の変位曲線では，ばね下振動がばね上振

動に比べてきわめて小さく，ほとんどばね上振動だけが

表われる．したがってこれらの特性値を求める測定には

加速度計よりも変位計を用いて変位曲線を求めた方が，

ζ1やq1の測定には便利である・（1956・3・19）

　文献　（1）　機械学会第33期定時総会講演前刷
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生産技術研究所報告第5巻第9号刊行

千々岩健児著，「鋳造における湯の流れに関する研究」

　鋳造における湯の流れについては従来断片的な研究は行われているが，湯の鋳込みから型内の凝固に至る

全過程に関する総合的研究が行われず，常識的技術の域を出ない部分が少なくない・本論文は新たに「湯の

流れ」に関して流体力学的な手法と伝熱学的な考察とを導入して総合的に取扱っている．まず湯流れの基礎

となる溶融金属の流体としての性質を明らかにし，次いで湯流れ能力に影響を与える諸因子を整理してその

数量的相互関係を明らかにしている．また湯流れによワて生ずる諸欠陥の究明，湯口の設計と湯流れとの関

係を明確に示し，さらに注湯過程ならびに注湯後の湯の凝固現像と時間にっいて研究している．この結果現

場作業面へ幾多の有益な唆墜を与え，また従来観念的に取扱われた作業を数量的に取扱う方針を示してい

る．
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